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1. 検証内容

富士通 SPARC Enterprise M3000 の消費電力値を、InfraStruxure Central を用いて、SNMP を介して見える化を確認しました。

2. 検証作業の背景

InfraStruxure Central は物理インフラ層※1
の機器管理を効率的に行うためのアプライアンスです。IT 機器を運用管理されているユーザーからは、運用している機器本体の消費電力を把握した

いという需要がございます。本検証では、InfraStruxure CentralのSNMPデバイス通信設定機能を用いて、サーバ本体の実消費電力を把握、記録する方法を検討しました。今回はシステム監

視機構を内蔵しており、且つ、SNMP v1 での通信をサポートしている富士通 SPARC Enterprise M3000 を用いて、消費電力値を記録・確認しております。

※1 物理インフラ層の機器には、空調機、チラー、無停電電源装置、照明、セキュリティ装置等が該当します。

3. 使用機器一覧

使用サーバ ： 富士通 SPARC Enterprise M3000

システム監視機構(XSCF)ファームウェアバージョン ： XCP1101

使用アプライアンス ： APC InfraStruxure Central Standard Edition

InfraStruxure Central バージョン ： 6.2

※システム監視機構(XSCF)については以下 URL に記載されております。

http://primeserver.fujitsu.com/sparcenterprise/technology/availability/xscf/

4. 検証方法

① InfraStruxure Central と富士通 SPARC Enterprise M3000 を同じネットワーク上に設置する。

②富士通 SPARC Enterprise M3000 に搭載されているシステム監視機構(XSCF)の設定を行う。

③富士通 SPARC Enterprise M3000 を監視対象機器として登録し、InfraStruxure Central の SNMP デバイス通信設定を行う。

④監視対象機器である富士通 SPARC Enterprise M3000 の消費電力レポートを発行する。
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5. 検証結果

本検証において、InfraStruxure Centralは富士通SPARC Enterprise M3000の実消費電力を確認、記録出来ることを確認しました。

また、実消費電力レポート及び、記録を抽出出来ることを確認しました。

図１．SPARC Enterprise M3000消費電力レポート（グラフレポート画面）
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6. お問合せ先

本検証報告書にて記載されている製品の使用方法及び、製品仕様に関するご不明点については、以下記載の連絡先にお問い合わせ下さい。

株式会社エーピーシー・ジャパン

Tel: 03-6402-2041

E-mail: motoharu.mamiya@apcc.com

Webサイト: http://www.apc.com/jp/

7. 設定概要

① InfraStruxure Central と富士通 SPARC Enterprise M3000 を同じネットワーク上に設置する。

図２．接続構成図
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②富士通 SPARC Enterprise M3000 に搭載されているシステム監視機構(XSCF)の設定を行う。

XSCF のファームウェアバージョンが XCP1081 以降であることを確認し、システム監視機構(XSCF)へターミナルよりログインし、SNMP v1 での通信設定を行う。

※本体装置の設定詳細については製品マニュアルをご確認下さい。

③ InfraStruxure Central の SNMP デバイス通信設定を行った後、富士通 SPARC Enterprise M3000 のシステム監視機構(XSCF)を監視対象機器として登録する。

(ア) InfraStruxure Central クライアント画面を開き、デバイス => ＋デバイスの追加メニューへ移動

A)デバイス検出タイプは SNMPv1 を選択し、“次へ” ボタンを押す。

図３．デバイス検出設定画面



- 6 -Copyright© 2011 APC Japan

B)監視対象となるシステム監視機構(XSCF)の IP アドレス、読取り用コミュニティ名、ポートを設定・確認し、次へボタンを押す。

図４．SNMPv1 検出設定画面
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C)検出スケジュール メニューにて “すぐに検出を実行する” のチェックボックスを ON にし、“終了” ボタンを押します。

図５．検出スケジュール設定画面
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(イ) デバイス => SNMP デバイス通信設定 => 補助 OID メニューへ移動

図６．補助 OID メニュー選択画面
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A)補助 OID 画面下部の追加ボタンを押し、補助 OID の設定画面を開く。

B)センサータイプは “電力 (W)” を選択する。

C)本体装置の消費電力値に該当する OID を入力し、“OK” ボタンを押す。

※本体装置の設定詳細については製品マニュアルをご確認下さい。

図７．補助 OID 追加画面
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④ 監視対象機器である富士通 SPARC Enterprise M3000 の消費電力レポートを発行する。

(ア) “レポート” ボタンを押す

(イ) “センサー履歴レポート”欄より、“電流 (ワット)”を選択し、レポートの生成ボタンを押す

図８．レポートホーム画面
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(ウ)日付の選択基準(レポート生成範囲）を 7 日前と設定し、レポート形式を“Graph”とする。

(エ)デバイスおよびデバイスグループの選択メニューにて対象機器“SPARC Enterprise M3000”を選択する。

(オ)センサーの選択欄にて本体装置の消費電力値を選択し、OK ボタンを押す。

図９．レポートの設定画面
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(カ) デバイスセンサーレポートとして下記グラフが表示される。(以下画面では、グラフを拡大表示しています)

図１０．グラフレポート画面



- 15 -Copyright© 2011 APC Japan

(キ)レポート条件にて、レポートフォーマットを”Table”に設定した場合は、以下テーブルが表示されます。

図１１．テーブルレポート画面


